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湯 田 八 幡 神 社 の 社 叢

西 川 上 の 念 仏 踊 り

八 柳 の 念 仏 踊 り

近 実 の 念 仏 踊 り

⑥ 両 山 寺 護 法 祭

月 の 輪 ま つ り

大 山 川 の ホ タ ル
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●

美 し く
咲 く ま ち
美 し く
咲 く ま ち

美 し い 山 な み と 吉 井 川 、 旭 川 な ど の 豊 か な 自 然 、
四 季 折 々 の 表 情 を も つ 風 景 、 誰 も が 昔 か ら 知 っ て い る
美 し さ を 咲 か せ 、 持 ち 続 け る ま ち 「 美 咲 町 」 。
こ の ま ち を 散 策 す れ ば 美 し く 咲 い た 何 か が あ な た を 待 っ て い ま す 。

② 美 咲 町 物 産 セ ン タ ー
町 内 で 採 れ た 旬 の 野 菜 や 果 物 、 工 芸 品 な ど が 販 売 さ れ て い ま す 。
安 心 、 安 全 で 新 鮮 な 農 産 物 の 販 売 を 心 が け て い ま す 。 ☎ 0 8 6 8- 6 6- 0 1 7 8

⑭ 農 村 型 リ ゾ ー ト 南 和 気 荘
廃 校 に な っ た 小 学 校 を 利 用 し て 古 き 良 き 時 代 の 面 影 の 残
る 研 修 、 宿 泊 施 設 。 幅 広 い 用 途 に 活 用 で き ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 4- 0 1 8 0

⑫ 亀 甲 駅
亀 甲 の 地 名 に ち な み 、 亀 の 形 の
ユ ニ ー ク な 駅 舎 で す 。
☎ 0 8 6 8- 6 6- 0 6 4 8

⑦ 月 の 輪 収 蔵 庫
月 の 輪 古 墳 の 出 土 品 を 中 心 に 収 蔵 ・ 展 示 。 無 料
で 公 開 し て い ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 6- 3 0 8 6 （ 美 咲 町 教 育 委 員 会 生 涯 学
習 課 ）

⑪ 亀 甲 岩
行 き 倒 れ た 巡 礼 を 里 人 が あ わ れ
み 埋 葬 し た あ る 蒼 い 月 の 夜 、 巨
大 な 岩 が 弘 法 大 師 の 尊 像 を 乗 せ
て せ り 上 が っ た と い う 伝 説 の あ
る 岩 で す 。

⑤ 両 山 寺
和 銅 ７ （ 7 1 4 ） 年 に 泰 澄 が 開 山 し た と さ れ る
古 刹 で す 。 寺 の 境 内 に は 鐘 桜 堂 を 上 部 に 持 つ
珍 し い 様 式 の 仁 王 門 が あ り ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 8- 0 0 1 1

⑥ 両 山 寺 護 法 祭
毎 年 ８ 月 1 4 日 （ 深 夜 ） に 行 わ れ る 護 法 祭 は 真
言 密 教 と 修 験 道 が 融 合 し た 全 国 で も 珍 し い 奇 祭
で す 。
祭 の ク ラ イ マ ッ ク ス は 、 護 法 様 を 憑 け た 護 法 実
が 暗 闇 の 中 を 走 り 回 る 「 お 遊 び 」 の 儀 式 で 、 観
客 は 護 法 様 に 捕 ま ら な い よ う 逃 げ ま わ り ま す 。

⑱ み ち 停 あ さ ひ
地 元 で 採 れ た 野 菜 や 果 物 の 直 売
コ ー ナ ー や 観 光 案 内 コ ー ナ ー 、
休 憩 所 が あ り 、 足 湯 に 浸 る と 身
も 心 も 温 ま り ま す 。
☎ 0 8 6 7- 2 7- 9 3 6 6

④ 岸 田 吟 香 記 念 碑

⑧ 幻 住 寺
建 立 は 大 同 4 年 （ 8 0 9 年 ） と 伝 え ら れ る 長 い
歴 史 あ る 寺 で す 。 現 在 の 建 物 は 、 文 政 年 間 に
再 建 さ れ た も の で す 。 県 郷 土 自 然 保 護 区 域 に
指 定 さ れ て い ま す 。 ☎ 0 8 6 7- 2 7- 3 0 1 0

● 赤 そ ば の 花
棚 田 の そ ば 屋 「 紅 そ
ば 亭 」 近 く の 棚 田 に
は 、 赤 く 色 づ く そ ば
の 花 「 高 嶺 ル ビ ー 」
が 1 0 月 上 旬 頃 か ら
見 ご ろ を 迎 え ま す 。

⑬ た ま ご か け ご は ん の 店
　 「 食 堂 か め っ ち 。 」
あ つ あ つ の 釜 炊 き ご 飯 に 、 新 鮮 た ま ご 。
濃 厚 で ト ロ リ と し た “ た ま ご か け ご は ん ” を
一 気 に か き こ む … 。
美 咲 町 で 味 わ え る 「 た ま ご か け ご は ん 」 は

「 美 咲 町 産 」 に こ だ わ っ て つ く ら れ て い ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 6- 1 1 2 3

③ や さ い 畑
旬 の 野 菜 や 果 物 、 加 工 品 な ど
が 販 売 さ れ て い ま す 。 シ イ タ
ケ は 年 中 、 ぶ ど う や 、 赤 土 で
育 っ た ゴ ボ ウ も あ り ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 2- 1 1 9 2

⑰ 民 話 の 村
三 休 公 園 内 に あ る 民 話 の 村 で は 、 陶
芸 な ど が 体 験 で き ま す 。
ま た 、 民 話 館 は 宿 泊 す る こ と が で
き 、 卓 球 台 が あ り ま す 。
☎ 0 8 6 7- 2 7- 2 0 3 9

⑮ 美 咲 町 中 央 運 動 公 園
園 内 に は 多 目 的 広 場 や 野 球 場 、 総 合 体 育 館 な ど が あ り
ま す 。 ま た 、 日 本 庭 園 も あ り 、 大 人 か ら 子 ど も ま で 楽
し め る ス ポ ッ ト で す 。 ☎ 0 8 6 8- 6 6- 2 6 8 0

① ま き ば の 館
ラ ベ ン ダ ー な ど ハ ー ブ 畑 や ヤ ギ 、 ウ サ ギ な ど 小 動 物 と ふ れ あ え た り 、 ア ス レ チ ッ
ク 広 場 や ド ッ グ ラ ン 、 川 遊 び （ 夏 ） な ど が あ り ま す 。 ま た 、 園 内 に ハ ム 工 房 と ミ
ル ク 工 房 が あ り 、 そ れ を 味 わ う レ ス ト ラ ン や お み や げ も あ り ま す 。
☎ 0 8 6 7- 2 7- 2 3 3 2 （ レ ス ト ラ ン ） ／ ☎ 0 8 6 7- 2 7- 2 3 4 6 （ 管 理 事 務 所 ）

⑩ 柵 原 ふ れ あ い 鉱 山 公 園
柵 原 鉱 山 資 料 館 を 中 心 と し た 公 園 で 、
当 時 の 駅 舎 や 車 両 が 現 存 し ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 2- 7 1 5 5

⑨ 本 山 寺 　 三 重 塔
本 堂 と 並 び 、 南 北 朝 初 期 の
優 れ た 堂 建 築 の 代 表 的 な も
の と さ れ 、 国 指 定 重 要 文 化
財 の 指 定 を 受 け て い ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 2- 1 0 5 0

⑯ エ イ コ ン パ ー ク
園 内 に は 、 野 球 場 、 多 目 的 グ ラ ン ド 、 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 場 、 図 書
館 な ど の 施 設 が あ り ま す 。 ま た 、 エ イ コ ン ス タ ジ ア ム で は 、 毎 年
全 国 高 校 野 球 選 手 権 岡 山 大 会 の 会 場 と し て も 使 用 さ れ 、 「 甲 子 園 」
を 目 指 す 、 高 校 球 児 に よ る 熱 い 〝 ド ラ マ 〟 が 繰 り 広 げ ら れ て い ま す 。
☎ 0 8 6 8- 6 4- 7 0 5 5 （ 美 咲 町 立 柵 原 図 書 館 ）

美 咲 町 出 身 で 和 英 ・ 英 和
辞 書 の 編 集 や 東 京 ー 横 浜
間 の 定 期 航 路 開 設 に 尽 力
を 尽 く し た 日 本 で 初 め て
の 従 軍 記 者 の 岸 田 吟 香 。
そ の 記 念 像 が 旭 川 湖 湖 畔
に 建 て ら れ て い ま す 。
☎ 0 8 6 7- 2 7- 9 0 1 2
  （ 岸 田 吟 香 記 念 館 ）


